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メッセージ １ 

命の木としてのキリストを享受する道を取って、 

神の永遠のエコノミーを完成する 

聖書：創 2:7-9．啓 2:7．22:14． 

ヨハネ 1:4．14:6 前半．10:10 後半．6:35，57，63 

Ⅰ．わたしたちは創世記第 2 章で、人の前にある二つの選択を見ます。それは

命の木と善悪知識の木です――創 2:7-9： 

Ａ．二本の木は、この宇宙に二つの意志、二つの源、二つの可能性があり、

人に自由意志をもって選ばせることを見せています――参照、申

30:19-20。 

Ｂ．命の木が表徴しているのは、三一の神の具体化であるキリストが、食物

の形で人の命であるということです。それは、人が彼を享受し、彼をも

って構成されて、彼の栄光、彼の団体的な表現となり、こうして神の永

遠のエコノミーにしたがって神の当初の意図を完成するためです――創

1:26．イザヤ 43:7．創 2:9．啓 2:7．22:14．ヨハネ 1:4．14:6 前半．10:10

後半．6:35，57，63．啓 21:10-11．参照、4:3： 

１．命の木、神の木、神・木は、宇宙の中心です。 

２．旧約は命の木で始まり（創 2:9）、新約は命の木で終わっています（啓

22:2，14）。ですから、神が人の命となるという思想は、神聖な啓示全

体を貫いています。 

３．神が人を命の木の前に置いたことが示しているのは、人が神を有機的

に食べ、新陳代謝的に吸収することによって神を人の命として受け入れ

るのを、神が願っているということです。それは神が人の存在の構成要

素そのものとなるためです――ヨハネ 6:57，63．エレミヤ 15:16．マタ

イ 4:4。 

Ｃ．善悪知識の木は、人にとって死の源であるサタンを表徴します――ヘブ

ル 2:14： 

１．この木はまた、神以外のすべてのものを表徴します。神ご自身でない

ものは何であれ、善いことも、さらには聖書的なことや宗教的なことも

含めて、こうかつな者であるサタンに利用されて、死を人にもたらす可

能性があります――ヨハネ 5:39-40．Ⅱコリント 3:6 後半。 

２．善と悪は二本の木で表徴されているのではなく、一本の木、すなわち

第二の木で表徴されています。ですから、神以外の善いものを追い求め

ることは、サタンに属します。 

３．真に善いのは神ご自身です。このゆえに、神を得ることは、真の善を

得ることと等しいのです――マタイ 19:17 前半．マルコ 10:17-18．詩

mark_
テキストボックス



8 

16:2。 

Ｄ．命の木は人を神に依存させますが（ヨハネ 15:5）、知識の木は人を神に敵

対して反逆させ、神から独立させます（参照、創 3:5）： 

１．食べることは依存を示します。神がわたしたちの食物であることは、

命の木で表徴され、わたしたちが絶えず神に依存しなければならないこ

とを意味します。 

２．知識の木は独立を示します。神の目に、人の最初の罪また最大の罪は

独立です。 

Ｅ．二本の木は、二つの路線、二つの道（命の道と死の道）をもたらし、そ

れは全聖書を貫いて啓示録で終わっています： 

１．死は知識の木で始まり（創 2:17）、火の池で終わっています（啓 20:10，

14）。 

２．命は命の木で始まり、新エルサレム、すなわち命の水の都で終わって

います――啓 22:1-2。 

Ⅱ．わたしたちは、命の木としてのキリストを享受することによって、命の道、

命の路線にとどまり、命を維持して、命における神の建造のために、わた

したちの命を成長させなければなりません――ヨハネ 10:10 後半．啓

22:1-2．エペソ 4:16．2:21-22．コロサイ 2:19： 

Ａ．わたしたちが命の道にとどまるのは、命の原則にしたがって生活し奉仕

することによるのであって、正しいか間違っているかの原則にしたがっ

てではありません： 

１．わたしたちは、正しいか間違っているかにしたがってではなく、霊の

中の内なる命の感覚、すなわち命の導きにしたがって生活し、行動しな

ければなりません――ローマ 8:6．Ⅱコリント 2:13。 

２．クリスチャン生活の標準は、わたしたちの内側の内住するキリストの

臨在です。それは、何が正しいか間違っているかの問題ではなく、わた

したちの内側の神聖な命が同意するかどうかの問題です――マタイ

17:3，5，8．参照、マラキ 2:15-16。 

Ｂ．わたしたちが命の道にとどまるのは、主を極みまで愛し、人を引き寄せ

て主の後を走ることによります――マルコ 12:30．雅 1:4 前半： 

１．わたしたちは、命の木としてのキリストを享受するために、絶えず彼

に、「主イエスよ、わたしはあなたを愛します」と告げなければなりま

せん。わたしたちが主イエスに対する燃える愛を持ち、すべての事で彼

に第一位を与えるなら、彼であるすべてを享受します――啓 2:4-5，7。 

２．わたしたちは、命の木としてのキリストを享受するために、人々を彼

に婚約させて、彼らを主イエスの尊いパースンに対する真の評価、愛、

享受の中へともたらさなければなりません――Ⅱコリント 11:2-3。 
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Ｃ．わたしたちが命の道にとどまるのは、御言を祈り読みし、言葉を思い巡

らす（口ずさむ）ことを通してイエスを食べることによってであり、ま

たわたしたちの信仰の霊を活用することを通してその霊である言葉を人

の中へと供給することによってです――ヨハネ 6:57，63．エレミヤ 15:16．

詩 119:15．マタイ 4:4．24:45．Ⅰコリント 2:4-5，13： 

１．わたしたちは朝早く御言の中で彼を享受して毎日の新しい開始を持ち、

多くの注意深い考慮をもって彼の言葉を受け入れなければなりません

――詩 119:15，147-148．参照、レビ 11:3。 

２．わたしたちは時が良くても悪くても、日ごとにキリストをあらゆる種

類の人々に語り（使徒 5:42．8:4．Ⅱテモテ 4:2）、真剣に努めてどの集

会でも語る習慣を建て上げなければなりません（Ⅰコリント 14:26，4-5，

12，31）。 

Ｄ．わたしたちが命の道にとどまるのは、命の霊の法則としての三一の神と、

その神聖な能力を享受することによってです――ローマ 8:2．エレミヤ

32:39： 

１．わたしたちは、エデンの園の二本の木に、命、善、悪を見ます。わた

したちはエデンの園の縮図であり、わたしたちの霊の中に命の霊の法

則、天然の独立した思いの中に善の法則、肉の中に悪の法則を持ってい

ます――ローマ 7:23．8:2，16。 

２．わたしたちは霊にしたがって歩き、また思いを霊に付けることによっ

て、命の霊の法則に「スイッチを入れて」、三一の神を命として、わた

したちの三部分から成る存在の中へと分与していただかなければなり

ません――ローマ 8:2，4，6，10-11。 

Ｅ．わたしたちが命の道にとどまるのは、復活の中に、キリストのからだで

ある召会の実際の中に生きることによってです。キリストのからだであ

る召会は、復活の命の木としての金の燭台で表徴されています。それは、

わたしたちが神の栄光を帯びて、神の表現、すなわち、命の都、新エル

サレムとなるためです――エペソ 1:22-23．出 25:31-40．啓 1:11-12．

21:10-11。 

Ⅲ．わたしたちが勝利者となる唯一の道は、命の木としてのキリストを食べて

享受することによってです。それは、わたしたちが命において造り変えら

れて男の子となり、キリストの勝利を展覧して、花嫁となって、キリスト

を満足させることができるためです――啓 2:7，17．3:20-21．12:5-12．

19:7-9．22:2，14。 
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